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1. はじめに 

システムやソフトウェア開発の中で作成される要求仕

様書は、あいまい性を含まないことが求められる。その

ため、要求仕様書に対し人手によるレビューが行われる。

本稿では、レビュー作業の効率化のため、あいまい性を

含んだ要求の修正案を提示するツールの開発を行う。 

2. 日本語の省略 

要求仕様書に不具合やあいまいな点が残っており、

後工程で参照し得るものでなければ、高確率で大きな

手戻りが発生する。文献[1]では、あいまいさの定義の

一つとして「複数の解釈を生むこと」を挙げている。提案

手法では、その中の「主語がないため、複数の主語が

考えられること」「動詞に対して必須格の記述がないこ

と」「用語にあいまいさがあること」に対応する。 

3. 修正案作成手順 

提案手法の概要を図１に示す。 

 
図１．提案手法の概要 

3.1 省略検出手法     要求仕様書の記述を句点で分

け、一文とした要求に対して格解析を行う。格解析とは、

文章から述語と、その述語の格成分を抽出する意味解

析であり、図２のように動作する。格解析した結果を、図

３のように動詞の必須格と比較することにより省略を検

出する。この際、深層格の情報も得る。 

 
図２．格解析結果 

 
図３．動詞の必須格との比較 

3.2 修正案作成準備    修正案を提示するための準

備として共起分析を行う。共起分析とは、文章において

２つの異なる文字列が同時に出現する回数から、単語

間の意味関係を得る自然言語処理である。共起分析の

他に、ノ格による連体修飾語の関係を利用する。「N１の

N２」という連体修飾語には N１が N２を限定するという関

係があり、２つの名詞には「ものの属性の指定」「ものの

所属先・部分の指定」「状況的な事柄の指定」という関

係がある。これらの関係を元に修正案を提示する。 

3.2 修正案作成手法    ここでは、対象の深層格を持

つ省略箇所に対し修正案の作成を行う。省略されてい

ない格成分に着目し、共起度の高い要素を省略されて

いる要素として提示する。この手法を図４に示す。また、

ノ格による連体修飾語に関しては、N２に対し N１が存在

しない場合に、N１を付与したものを提示する。 

 

図４．述語項構造シソーラスとの比較 

4. 解析結果 

話題沸騰ポットをレビューした文献[2]を比較対象とし

て、開発したツールの精度とコストを見る。提案手法は、

文献[2]で要求文に省略箇所があると指摘された１５要

求２６項目のうち２２項目を検出し、その内１３項目に関

しては、文献[2]に沿った修正に繋がる修正案を提示す

ることができた。コストの面では、評価指標は３人日かけ

てレビューを３１回繰り返して１０９件の問題箇所を指摘

したのに対し、提案手法は一回の実行で１３項目の修

正案を提示した。そのため、提案手法はレビューのコス

ト削減に見込みがある。 

5. まとめ 

提案手法を用いることで、レビューを効率化すること

ができるという見込みを得られた。今後は、提案手法を

さらに改良し、精度向上をする予定である。また、話題

沸騰ポット以外の要求仕様書に関しても、比較対象を

検討し、提案手法の精度を確認する予定である。 
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